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Abstract 
In operating the induction motor such a method is generally used as to connect the phase 
advancer with the secondary side or the condenser with the primary side for the purpose of im-
proving th巴 powerfactor. 
The present writer has introduced th巴 transientcurrent at the time of starting the 3-phase 
wound-rotor induction motor connecting the condenser， considering the impedance between the 
electric source and the motor by the equivaient circuit. In this way， he has researched the re-
lationship betweenιthe capacity of the condenser and the transient current. That is to say， every 
component of the transient curr巴ntJS 巴瓦pr巴ssedby using the roots of the characteristic equation 
and the relationship between the capacity of the condenser and the roots， and that between the 
roots and the transient current have been inquired into 
Furthermore， th巴 allowabilityto use the simplified equivalent circuit for the analysis of the 
































コンデンサ電流を 1c，全電流を Iとすれば，定常状いま電源電圧を E 固定子電流を 18，
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E= Esin (ωt+tJ) 
18 = i800 (t) 















_ M(p) T7~:_ f.." I '" _1 M(jω) 1 i(t) 一一一Esin(ωt+θ)= l -"i~>-: ":' I E sin(ωt+(}十判N(p) 一IN(jω)I 
~ M(ωh) 十戸一ー ァー一一-EグP2tsin(α-(}) λ~1ω II干五~ N'(ωP2) 
?? ??
ここでN(ρ)=0の根をあとし
M(jω) _. I :L /rl _ _， b _， 1 一一一--.-=a十jb， !P = tan-1 α= tan-1 N(j )α~ C~U (一ρ，)
の関係2)を適用すれば
1 /--d2+e2 ~. . ， " ， . dlりl十c
18凹 (t)= ~ .j (1+;I~;+P~) Esin(ωt十が+CP)十三7言語孟三面-E川町(α1一θ)
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18 = i80V(t) 
とすれば
dlう+(ej-je2) 




α = (X，.+ XR) (X+Xn十X8)トーX町(X十X，)
b1=(R十R8)(X前十Xr+XR)+(l乙十RR)(X+X明 +X8)
b2 = 'U {(X+X8) (X叫十Xγ+XR)十X叫(X，.+XR)}


















i80V (t) 九-----r71一一一一一一一一一一 三丁三E了 Esin(ωt十が+CD)a、{(1-ρ;戸+ρn{(1-ρ~)2+ρn 
十 1 /{(dPt+el)2+(dρ; -e2)2} {(Pl sin tJ+ cos tJ)2 + (p; sin (1門 p グ吋リ(αmα ふ
五v-{面i二五芹:研二瓦可1(f=弓下話平+(2p一面;7干~ße~-I~ J 
L 五坐辻.el)2土l坐とe2)2.li(竺2竺inl吐豆?型空士ip;五型)2}H' ~ωp')t+j(αmα....+a1)')) 
α、イ PI-Pz)2十 (p;_p~)2} {(1十d一五2)2十(2Pzpf)2} 心。 山 ."， V"" 
， (d-e2){ρlP2一(1ー ρD(l-p~)} +el {pl(1-Pf)+P2(1-P;)} ψ= tan-1 一一←ー -
el {PIP2ー (l-pD(l-p~)) 一 (dーω{ρl(l-p~)+ρ2(1ーρD}
α= tan-1坐与丘 町 同 jd，五三笠
明 1~ li:t 雨戸云i umz ta dh十el
αn = tan-1 P;-ρ; 一
ω Pt-P2 
α削=tan-1_P;旦士互ゴ色坐些三2ð.五f主l~nd土空塑L




























特性方程式 ap4十bp3十cp2十dρ+ε=0の根は2個の実根と l組の共役複素根でこれを PbP2， 
あ十jぅ3'P3ーjp~ とし， ρ の代りに P/ω と置けば
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(6 ) 
ここで、
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+」-l」 93+ g)2 + (Jp~J2) 也立坦士竺竺吐恒三!里丘一×
ap; υ {(l+p~-pわ2+(2P3五)2}x 
v x[五2{(PI-P3)+(ρ2-h)}2十{(ρl-P3)(ρ2-P3))一五2}守
xEεωP，t COS(ωp;t+α制ーαη十α。) (14) 
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α1= tan--'子五J α2=tan AI二万
α t n1-i44一 仇 ztmlLP1てが」金三_ts)三百三
畑山 あ十g ~n <~U P; {(ρ1ー あ)+(P2-P3)}




































特性方程式 ap4+(b1一jb2)ρ3十(C1一jC2)p2+(d1-jd2)ρ十(fl-jf2)=0の根は 1組の共役複素根と 2
個の複素根でこれを Pl十jρ;，PlーjP; ， ρz+j巧，P3十jp~ とし ρ の代りに Iう/ω と置けば
ω3 {gp+ω(h1一jh)};s"v(t) =一一一一 一 × 
α{ρ-ω(Pl十jp;)}{ρ一ω(Pl一jρ;)}{p一 ω(ρ2十jβ~)}{ρ一ω (P3十jp~)}




;scv(t) = ~\/一一一 一一一一 一 Esin(ωt十H+({J)'V {pH(l一五円{封+(1+p;)2}{p~+(1一五)2}{封十(l-þf)2}
+ ~ 1" I豆亙在戸豆亙互玉)2}{(瓦瓦而石os(1)2+(函而j主
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α，= tan -1_gPと主旦 α4 十an-1_g_P~二ム2一
川山 gP2+h， ~m4 山 gP3十 h，
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にf>g，P1>P2， lXj>α2であるからか1十g>O，fpz+gくOとなり， 第 2項と第3項の係数は共
正で θの値によって正から負に変化する。 また θ=α1あるいは f}=α2とすれば一方の減衰成
分をOとすることができ，両成分の初期値の和













Rs = 0.39 _Q 
R，. = 0.47，Q 
RR = 4.36，Q 
R = 0.95，Q 
Xs = 1.09，Q 
X，. = 1.09 SJ 
x， = 21.74，Q 
X = 1.55，Q 
























また供試機にそれぞれリアクタンス X= 1， 5， 10， 50， 100 t2と，その各について抵抗 R=
kXQ (k=O， 0.1， 1)とを直列接続した場合のコンデンサ容量 C=O，100， 1000， 10000μFに対
する根の変化を示せば表-1のようになる。
表-1 諮変数に対する特性方程式の根
kニo k = 0.1 
印 )1 c開 |ρ1 わい竺Ll三!?ムil円 ρ2日竺
1 






























o I -0.03 I -1.75 
100 ¥ -0.03 ¥ -1.74 ¥ -0.39 :tj6.73 
1000 I -0.02 I -2.08 I -0.24土j1.98
10000 I -0.03 I -2.38 I -0.08土jO.58
1 
10000 







1000 I -0.01 







。 -0.61 -0.66 I -0.90土j4.03
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図 4 特性曲線 図-5 特性曲線の分解
以上の結果を検討すれば，特性方程式の根は次のような特性を有することが判る。すなわ
ち特性方程式の表わす 4 次曲線は図~4 のように p 軸の負の領域に 2 個の交点を有する上方に
開いた W 字型の曲線で，これを 2組の 2次曲線の積として表現するときは図 5のようになる。
すなわち実根および複素根を与える放物線は共に上方に開L、ており，れは原点の近傍にあ
って X またはんが大きくなる程負の方向に移動し pzは c=Oおよび C二∞に極限値を有す
る。またあIjP~ は 2 次曲線の最小点を表わし，その点は c=∞においては原点に， c=Oにお
いては縦軸に平行な漸近線に収れんし，この漸近線は Xが大きくなる程負の方向に移動する。
供試機にコンデンサ C=O，100， 500， 1000，uFを接続し， 電源電i王E=100Vで始動する
時の電源電圧 e，電動機の 1次電流ふ 2次電流 lr，コンデンサ電流 10を直記式電磁オシログ
(13) 
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~~/~)__L~___ B _-=-_J土 lhι A B ---1什 D




ι= Asin(ωt+V?)十BeW1Ji十Cε吋 "+Doω1)，'COS (ω p~t十 α) (2) 
で表わし，C=O， 10， 50， 100μFを接続した時ーの各項の係数を計算すれば表-2のように
なる。
係数 Aは始動初期における定常電流成分の最大値を表わし， その実効値は A/{2， となる
が，始動後回転中は等価回路より決まる定常電流の値まで過渡的に減少する。またコンデンサ
容量が増加するに伴って A~土増加し，実験例におけるように込は lc と共に増加して l，. に増
加を生じ，加速トルクが増大して速度の立ち上りが速くなることが認められた。




また係数 Dは減衰振動成分の初期値を与えるもので， 定常値の 1%以下となるので無視
してもよい。
(15) 
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XX刑 (X.+Xr) ._， X.X，. 
一 目 -




ιτ {R8X，γ+ (R.r + RR) X8} X+RX8Xr 
でム X叩 {(Rs+Rr+RR)X+R(X.+XR)} (27) 
〆(Xのを含まない項)の係数の比は
R(R.，十Rr十Rn)X明
R{X哨 (R8十R，.+ RR) + R.Xr} + (R，. + RR) (RX. + R.X) 
一司 R{R.Xr+(Rr+RlI)X，} +R.(Rγ+RR)X 
一 一ー
で ム X"，R(R.十Rr+RJI) (28) 
p2 (Xー を含む項)の係数の比は
XX別 +(X.+Xγ)(x+x"，) .， X.(X，ー x)
明 キ 1ー (29) 








R.，Xr + RrX.+ RRX， -RX，-R.X キ1一 (31)X同 (R+Rs+Rr+RR)+R(X.+Xr)+(K+R，.+RR)X
ρを含まない項の比は
f?'(R.+Rr+RR) 







次に Xcを含まないpの係数の比はOとなるが --般に Xcを含まない項は含む項と比較
して充分に小さいので計算 k差し支えない。
また Jりを含まない項の比をんとすれIf





















(5) 特性方程式を 2組の 2次方程式の積として表現することは，一方は実根を，他方は複
素根を与える。~根は c=o および c=∞に極限値を有し，複素根は c=∞において原点に，
C二 OにおL、て漸近線に収れんする。
(18) 
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